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2023 年度 ビル設備管理技能検定 

２級 学科試験問題 
 

１．試験時間 100 分 

 

２．問題数  50 題  A 群（真偽法 25 題）及び B群（多肢択一法 25 題） 

 

３．注意事項 

 (1)携帯電話、腕時計型端末の使用は禁止します。（電源は予め切り、バック等にしまって下さい。） 

 (2)机上に受検票及び筆記用具以外のものを置いてはいけません。 

 (3)電子式卓上計算機、その他これと同等の機能を有するものは、使用してはいけません。 

 (4)試験官の指示があるまで、この表紙を開けてはいけません。 

 (5)試験官の指示に従って、試験問題のページ数を確認してください。もし、異常があった場合には、

黙って手を挙げて下さい。 

 (6)解答用紙はマークシートです。必ず鉛筆又はシャープペンシルを使用して下さい。 

 (7)解答用紙には、等級、受検番号、氏名を必ず記入し、受検番号の欄は、受検区分と受検番号を必ず

マークして下さい。 

 (8)試験官の指示に従って、試験を開始して下さい。 

 (9)問題は、A群（真偽法 25 題）及び B群（多肢択一法 25 題）の 50 題です。 

  ①真偽法は、問題の内容が正しいか誤っているかを判断し、解答用紙に正か誤のどちらか一つを記入

します。 

  ②多肢択一法は、問題に対応する選択肢の中で、正解と思う選択肢を一つ選び、解答用紙に記入 

します。 

  ③解答用紙の注意事項を必ず確認し、A群、B群の解答欄を間違わないように記入して下さい。 

 (10)試験中、質問があるときは、黙って手を挙げて下さい。ただし、漢字の読み方を含めて、試験問題 

の内容についてはお答えできません。また、退室後は試験が終了するまで再入室ができません。 

 (11)試験終了時刻前に解答ができあがった場合は、黙って手を挙げて試験官の指示に従って下さい。 

試験開始後 30 分間は退出できません。 

 (12)試験中にトイレに行きたい場合は、黙って手を挙げて試験官の指示に従って下さい。 

 (13)試験終了の合図があったら、筆記用具を置き、試験官の指示に従って下さい。 

 (14)試験終了後、解答用紙は提出して下さい。問題用紙は持ち帰っても構いません。 

 (15)試験問題の解答に当たり適用すべき法令、規格等は、2023 年 4 月 1日現在で施行されている内容に 

基づくものです。 

  

禁転載複製 
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■Ａ群（真偽法） 

 

１．受変電設備の停電作業を行う場合は、電気主任技術者を中心にして作業の目的と手順等を検討 

しなければならない。 

 

２．汚水槽や雑排水槽、地下ピットなどの酸素欠乏症や硫化水素中毒の危険がある酸素欠乏危険場所での

作業は、安全に十分気を付ければ特別教育修了者ではなくても作業は出来る。 

 

３．点検および測定項目、異常の判定などの基準は個人の判断とする。 

 

４．報告は、必要事項を簡潔に記載し、異常がなくても「異常なし」と記録する。 

 

５．受変電設備の日常点検は、定められたチェック項目に従い、安全重視の作業を行う。 

 

６．床排水トラップは、封水の蒸発による封水切れを起こすので補水する必要がある。 

 

７．設備機器の記録管理は、設備機器台帳にそのつど記載しているので、機器別にまとめる必要はない。 

 

８．機械製図などで図面を描く場合、初めに用紙に下絵を描く。この図を元図という。 

 

９．右の図は空調用風道の記号で、空調の還気を示す。 

 

10．右の図は三相変圧器でスタ－デルタ結線を示す。 

 

 

 

 

11．物体ｍ[kg]の比熱を c [kJ/kg・K]としたとき、熱容量[kJ/K]をＣとすると C＝mc となる。 

 

12．冷凍設備で使用されているハイドロクロロフルオロカーボン（HCFC）は、塩素を含まない冷媒であ

る。 

 

13．送風機の風量調整は、送風機のみで行われる。 

 

14．静止形熱交換器は、直交流形プレートフィン式全熱交換器の構造で、特殊加工紙の仕切り板と間隔板

で構成されている。 

 

15．冷凍機が冷えない原因としてチューブの汚れがあり、運転終了後の点検整備でブラシによる清掃を 

行う。 

 

16．直結の給水方式には、水道本管の圧力を加圧することなく直接給水する直圧直結給水方式と、給水管の 

水圧をポンプにより増圧し給水する増圧直結給水方式がある。 
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17．排水を支障なく排水するためには、排水管はその排水に適当な管径とこう配が必要で、流水面が上昇 

しないようにし、残った管上部は空気の流通のために確保する。 

 

18．排水用プラスチック管として規格化されているのは、硬質ポリ塩化ビニル管（VU 管）のみである。 

 

19．排水設備の排水管洗浄方法で、機械的洗浄方法が適用しにくい場合に用いられる化学的洗浄方法では、

中性の薬品を使用する。 

 

20．照度を照度計で測定するとき、廊下、屋外の場合の測定点の高さは床面または地面上 16cm 以上と 

しなければならない。 

 

21．断路器は電気故障などによる大電流は遮断できないが、負荷電流であれば開放できる。 

 

22．非常用発電機の原動機の始動方式としては、圧縮空気による空気式とセルモーターを使用した電気式

があるが、新しい非常用発電機では空気式が多く採用されている。 

 

23．電池の容量とは、完全に蓄電された蓄電池から一定の電流を規定の終止電圧に達するまで取り出しうる

電気量のことである。 

 

24．ボイラーの危険性でウォーターハンマーとは、管内を水のかたまりが高速度で走り、管の局部や弁

に強い衝撃を与えることをいう。 

 

25．墜落制止器具を使用して作業を行う場合は、あらかじめ墜落制止用器具を取り付ける設備を設け

なければならない。 
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■Ｂ群(多肢択一法) 

 

１．ポンプ類の運転監視時の確認事項で、適切でないものはどれか。 

  イ ポンプの圧力・電流の指示値は適正か確認する 

ロ ポンプのグランドパッキンから滴下していないか確認する 

ハ 振動、異音がないか確認する 

ニ 軸受の温度を確認する 

 

２．凝縮器圧力の異常上昇の原因で、適切でないものはどれか。 

  イ 不凝縮ガス（空気）の混入 

ロ 冷却水の温度低下 

ハ 冷却水の水量の減少 

ニ チューブの汚れ 

 

３．送配電会社側が原因で突然停電になった場合の確認事項で、適切でないものはどれか。 

  イ 受電電圧を確認する 

ロ 非常用発電機設備の始動と正常運転を確認する 

ハ 近隣の状況を確認せず、送配電会社に問い合わせを行い、原因と復旧時間を確認する 

ニ 電気主任技術者、建物の責任者や各担当者に連絡をする 

 

４．貯水槽清掃後の報告書作成時の記載事項について、適切でないものはどれか。 

  イ 清掃年月日 

ロ 実施者名 

ハ 点検及び補修の状況 

ニ 水槽内の酸素濃度 

 

５．低圧の電路の絶縁性能で対地電圧１５０ボルト以下の場合で、適切なのはどれか。 

  イ 0.01 メガオーム以上 

ロ 0.1 メガオーム以上 

ハ 0.2 メガオーム以上 

ニ 0.3 メガオーム以上 

 

６．ボールタップ・電極棒・フロートスイッチの点検・確認項目で、適切でないものはどれか。 

  イ フロートスイッチのリード線の軟化による動作不良、断線など部材の脱落や消耗も確認する 

ロ 電極端子ターミナルの雨水の浸入 

ハ ボールタップのナットの緩みなどの点検 

ニ 電極棒の接続部のナットの緩み点検 

 

７．消防法での簡易消火器具として、適切でないものはどれか。 

  イ 水バケツ 

ロ 水槽 

ハ 膨張ひる石または膨張真珠岩 

ニ 湿潤砂 
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８．図の制御回路に制御電源が投入されている場合の説明で、適切なものはどれか。  

但し、F:1・F:2 はヒューズ、thr:b はサーマル、mc:a・mc:b はマグネット接点、No:1・No:2 は 

ランプを示す。 

  イ ヒューズが切れると、No:2ランプが点灯する 

ロ 起動ボタンを押すと、No:2ランプが点灯する 

ハ thr:bが動作すると、No:2ランプが点灯する  

ニ 起動中は、No;2ランプが点灯する 

 

 

 

９．空調機器のうち、冷却装置（冷却塔など）を必要としない機器の図記号は下記のどれか。 

   

 

 

 

 

 

10．図面管理の重要性について、適切でないものはどれか。 

  イ 図面は施設管理・運営に深く結びついてくる 

ロ 図面は建物が存続する限り、永年に渡り使用するため、変更・修正などしてはならない 

ハ 製図を行う者は、正確、明瞭、簡単な図面を描くことが要求される 

ニ 施設管理を担当する者は、設計者の意図を十分に理解するために、図面類を読み取る力が必要で 

ある 

 

11．空気調和機の吹出口で、適切でないものはどれか。 

  イ 吹出口は吹出口の形状からふく流吹出口、軸流吹出口、面状吹出口などに分けられる 

ロ ふく流吹出口はアネモスタット形が最も多く使われている 

ハ ライン型吹出口は線状吹出口で出入口やエレベーターホールなどに多く使用されている 

ニ 軸流吹出口にはノズル、バンカールーバー、スロット形がある 

 

12．真空温水器の説明で、適切でないものはどれか。 

  イ 缶内圧力は 50kPa 程度である 

ロ 缶水は缶内圧力に相当する飽和温度（約 81℃）で蒸発する 

ハ 缶水は熱媒水⇒減圧蒸気⇒凝縮⇒熱媒水を熱交換器内で繰り返す 

ニ 補給水は必要である 

 

13．じんあいの粒子径の大きさを比較するのに小さいものから順に記述している。適切でないものは 

どれか。 

  イ ウイルス、花粉、粉ミルク 

ロ ウイルス、バクテリア、花粉 

ハ ウイルス、たばこの煙、霧 

ニ ウイルス、霧、人の毛髪 
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14．ボイラー使用中に異常事態が発生し、緊急に運転停止をする場合の措置で適切でないものはどれか。 

  イ 燃料の供給を停止する 

ロ 炉内、煙道の換気を行う 

ハ 突然の停電の場合、先ず電源スイッチを切る 

ニ 地震による緊急停止の場合、火災にならない処置をとる 

 

15．冷熱源機器の日常点検について、適切でないものはどれか。 

  イ 運転音、振動に注意する 

ロ 軸受け温度、油タンクの温度が適正か否かをチェックする 

ハ 電流計、圧力計などの指示値が正常かどうか確認する 

ニ ハの指示値が通常の値と変わっていた場合は、その値を記録するだけで良い 

 

16．建物の給水方式の特徴に関する記述として、適切でないものはどれか。 

  イ 圧力水槽方式は、圧力変動が穏やかであり、ポンプの始動頻度も抑えられる 

ロ 高置水槽方式は、水圧の変動が大きく、大きな負荷変動に対応できる 

ハ 高置水槽方式は、広域災害における水のストック機能の観点から、重要視されている 

ニ 加圧ポンプ方式は、近年は負荷の圧力変動も抑えられるようになり、水量も比較的多い負荷に

対応できるようになっている 

 

17．中央給湯方式による給湯設備に関する記述として、適切でないものはどれか。 

  イ 循環方法には、強制式（循環ポンプ）と重力式がある 

ロ 供給方式には、熱源が下部にある方式（下向き供給方式）のみである 

ハ 配管方法には、単管式と複管式がある 

ニ 加熱方式には、間接加熱式が一般的である 

 

18．便器の洗浄方式には洗浄用タンク式と洗浄弁式があるが、洗浄弁式に関する記述として、適切でない 

ものはどれか。 

  イ 洗浄時の流水音が大きい 

ロ 給水管の水を洗浄弁の操作によって直接給水して洗浄する方式である 

ハ 標準吐水量は 5秒間で 18L である 

ニ 洗浄弁式はタンク式に比べ連続使用ができる 

 

19．水道法に基づき厚生労働省令により水質基準が定められているが、適切でないものはどれか。 

  イ 消毒などによる臭味がないこと 

ロ 銅、鉄、フッ素、フェノールその他の物質をその許容量をこえて含まないこと 

ハ シアン、水銀その他の有毒物質を含まないこと 

ニ 異常な酸性またはアルカリ性を呈しないこと 
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20．測定機器の用途、目的に関する記述として、適切でないものはどれか。 

  イ 回路計は、各種の電圧、電流、抵抗の測定ができる 

ロ 絶縁抵抗計は、感電災害防止を目的として絶縁抵抗値を測定する 

ハ 接地抵抗計では、保護接地や系統接地の接地抵抗を測る 

ニ 回転機械の測定では、振動を測る振動測定器、回転数を測る回転計などがある 

 

21．進相用コンデンサーに関する記述として、適切でないものはどれか。 

  イ 進相用コンデンサーは力率を改善する目的で設置される 

  ロ 誘導電動機や蛍光灯などは多くの無効電力を消費する 

  ハ 力率を改善すれば電気料金が割引される 

  ニ 高調波は進相用コンデンサーに流れにくい 

 

22．零相変流器（ZCT）に関する記述として、適切でないものはどれか。 

  イ 零相変流器は零相電流を検知することで過電流継電器を動作させる 

ロ 電気回路が正常な場合は 3線に流れる電流が平衡しているため二次側には電流は流れない 

ハ １線に接地事故が発生して、大地に一部電流が漏れると変流器の二次側に零相電流が流れる 

ニ 零相変流器貫通穴に三相主回路の導体を一括して挿入して使用する 

 

23．接地工事について、適切でないものはどれか。 

  イ A種接地工事は高圧・特別高圧の機器の鉄台、外箱、高圧電路の避雷器、特別高圧計器用変成器 

などに取り付ける 

ロ B種接地工事は高圧・低圧結合変圧器の低圧側中性点、もしくは低圧側が300V以下の場合で中性点

接地が難しい場合は低圧側の一端子などに取り付ける 

ハ D種接地工事は高圧計器用変成器の二次側電路、7000V以下の機器の鉄台、外箱、7000V以下の 

電線管などに取り付ける 

ニ C種接地工事は300V超の機器の鉄台、外箱、300V超の電線管・ラック・金属ダクト、低圧電線と 

弱電流電線との間の金属製隔壁などに取り付ける 

 

24．次の文章の（   ）内に当てはまる記号を選びなさい。 

停電作業を行う場合、開路状態とした開閉器は、通電禁止に関する表示をしたり、監視人を置いたり

するなどの処置をする。また、線路が高圧・特別高圧の場合は、誤通電や混触などによる感電防止の

ため、（    ）を使用することとなっている。 

  イ 検電器 

ロ 高圧ゴム手袋 

ハ 短絡接地器具 

ニ フック棒 

 

25．災害発生時の処置で、適切でないものはどれか。 

  イ 災害に結び付いた設備の運転あるいは作業を一時停止する 

ロ 被災者を救出し、医師または救急車が来るまでの間、応急手当てをする 

ハ 事故や災害（人的被害の有無）の状況と経過とを簡潔にまとめ、要点を上司に報告する 

ニ 爆発や火災の場合は消防の到着を待ち、初期消火活動を開始する 
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2023 年度 ビル設備管理技能検定 

２級 学科試験問題 

＜ 正 解 ＞ 
 

Ａ群 真偽法  Ｂ群 多肢択一法 

設問 解答  設問 解答 

1 正   1  ロ   

2  誤  2  ロ   

3  誤  3   ハ  

4 正   4    ニ 

5 正   5  ロ   

6 正   6 イ    

7  誤  7    ニ 

8 正   8   ハ  

9  誤  9    ニ 

10 正   10  ロ   

11 正   11 イ    

12  誤  12    ニ 

13  誤  13 イ    

14 正   14   ハ  

15 正   15    ニ 

16 正   16  ロ   

17 正   17  ロ   

18 正   18   ハ  

19  誤  19 イ    

20  誤  20  ロ   

21  誤  21    ニ 

22  誤  22 イ    

23 正   23   ハ  

24 正   24   ハ  

25 正   25    ニ 

 

 

 

禁転載複製 


